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要旨： 和文原稿の場合，和文タイトル，著者，所属，和文要旨（600字以内）に続き英文タイトル，著者，所属，英文要旨（250語以内）を記してください．日本語の場合，句読点は全角の「，」，「．」で統一してください．括弧については，括弧内が半角文字のみの場合は半角括弧，全角を含む場合は全角括弧を用いてください．半角括弧で囲まれた部分の前後には半角スペースを入れて下さい．フォントサイズや行間の指定，段組，図の挿入なども印刷所が行ってくれますので，投稿用の原稿執筆の際にはそれらを気にする必要はございませんが，テンプレートにできるものが欲しいという執筆者のために，テンプレートにしていただける原稿用見本も作ってみました．投稿規定に含まれていないことにつきましては義務ではありませんが，雑誌全体に統一感を持たせるためにできれば守って下さい．要旨およびSummaryは一段落（one paragraph）としてください．ウェブサイトには印刷仕上がり見本を掲載しており，それは二段組みになっておりますが，投稿原稿はこのサンプル通り一段組でお願いします．
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Summary: ここに英文要旨（250語以内）を記してください．英文原稿の場合：和文タイトル，和文要旨は不要です．英文タイトルにおいて，固有名詞以外は，先頭の語の頭文字のみ大文字としてください．
Key words: cryoprotectant, cytoskeleton, freeze substitution, high-pressure freezing, vitrification （半角コンマと半角スペース「, 」で区切って数語（英単語を推奨）を記してください．5語前後．固有名詞でなければ，頭文字は小文字とし，アルファベット順に並べてください．）
はじめに
　原稿〆切は例年1月31日となっております．原著論文をご投稿いただいた場合， 1月31日までに受理されれば，印刷がその年の巻に間に合います．査読期間を見込んでご投稿下さい．
　原稿の長さについては 特に規定はありませんが，6-10頁程度とお考えください．英文和文は問いません．電子版は下記のJ-STAGEのウェブサイト (https://www.jstage.jst.go.jp/browse/plmorphol/-char/ja) にて公開いたします． 
　なお，図の大きさにつきましては，指定されない場合，きりが良くページに納まるように，印刷所が適宜縮小する場合があります．縮小を避けたい場合は，入稿時に図のサイズを指定して下さい（横幅が1カラムか2カラムかなど）．著者校正時にも大きさの修正は可能です．また，ウェブサイト上で動画を公開することも可能です．ご希望の場合は編集部に打診下さい．
　＜表紙写真募集＞表紙写真を募集いたします．候補がございましたら，ぜひ編集部に打診下さい．表紙写真は，オリジナル（表紙専用または記事内で初出のもの）である必要があります．記事の内容に関連するようでしたら，記事内に使う予定のものでなくても構いません．ご検討頂ければ幸いです．また，これまで通り，総説や原著論文の記事の著者ではない方からの，表紙写真のみの応募も受け付けます．その場合，写真の説明はBrief Noteという形になります．お近くに良い写真をお持ちの学生さん・若手がいらしたら，ご推薦下さい．
項目
　Subject headingは太字にしてください．本文中での文献の引用は2名までの場合 （鮫島 2006）　（Sameshima 2006) や（鮫島と宮沢 2006） (Sameshima and Miyazawa 2006) とし，3名以上の場合は（鮫島ら 2006）， (Sameshima et al. 2006) のように表記してください．2つ以上の文献を並べる場合は， (Banno and Chua 2000, Favery et al. 2004) (Pickett-Heaps and Northcote 1966a, 1966b, Gunning and Wick 1985) などのように，年代順に並べ，コンマで区切って下さい．
項目
　本文中での文献の引用には次のような場合もあります．
Marcusら (2005) が指摘しているように・・・

MineyukiとGunning (1990) は，・・・
・・・という可能性がある（図 5, Karahara et al. 2010）．
項目
　引用文献リストは筆頭著者名でアルファベット順に並べて下さい．Last Authorの前にはカンマ付で andを入れること，学名をイタリックにすることなどに注意して下さい．雑誌名は略称として下さい．引用文献リストはJ-Stage上でもそのまま掲載されます．ミスがないよう十分チェックして下さい．原稿を英語で書かれて，日本語の文献を引用する場合は，文献の情報を英訳し，(in Japanese) と追記してください．引用文献のページ間の記号は，enダッシュが本来の形ではありますが，J-stageへの書誌情報の登録の際に手間がかかるため，半角ハイフン「-」としてください．
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図の説明

図1 GLIMシステムによるオオムラサキツユクサの雄しべの毛の細胞の観察像．(A-C)光学系Iで撮影した大局像．6つの異なる焦点面で撮 影した像のうち3つの像を示している．(D)光学系IIで撮影した局所像．Barの表記は次のようにして下さい．Bar = 10 µm. 図中で各パネルを示す文字は，可能であればHelvetica等のサンセリフ（ゴシック体）の大文字アルファベットとして下さい．図の例は玉置と峰雪 (2012) より引用・改変した． 
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